
平成２６年４月定例教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 日  時 

  平成２６年４月２４日（木） 

    開会 １５時００分    閉会１６時０８分 

 

２ 場  所 

  教育庁教育委員会室 

 

３ 出席委員 

  委員長              山縣 俊郎 

  委員長職務代理者         稲野 靖枝 

委員長職務代理者         岡野 芳子 

  委員               中田 範夫 

委員               宮部 秀文 

  委員（教育長）          浅原 司 

 

４ 出 席 者 

  教育次長             原田 尚 

  教育次長             小西 哲也 

  審議監              廣川 晋 

  審議監              河村 行則 

  教育政策課長           嘉村 靖 

  教職員課長            首藤 裕司 

  義務教育課長           清時 崇文 

  高校教育課長           栗林 正和 

  特別支援教育推進室次長      石本 正之 

  社会教育・文化財課長       藤村 恭久 

  世界ｽｶｳﾄｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ開催支援室次長  河村 祐一 

  人権教育課長           髙原 透 

  学校安全・体育課長        御神本 実 

  教育政策課企画監         濵井 昭巳 

  やまぐち総合教育支援センター次長 小村 信 

  



 

 

 議案第１号『山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認）』 

 山口県教育委員会表彰規則による表彰について、教育政策課より以下のとおり説明を行っ

た。 

 

 

 

 

 議案第１号については、全委員の賛成により承認された。 

 

 

 

 ◆平成２６年度全国学力・学習状況調査の概要について、以下のとおり義務教育課より報

告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 案 

【概要】 

 柳井市立柳井小学校教諭 竹中
たけなか

 俊
とし

康
やす

に対して、教育長が臨時に代理して永年精勤と

して表彰したことを報告した。 

【概要】 

平成２６年度全国学力・学習状況調査の概要について 
 

１ 調査の目的 

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力や学習状況 

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

（２）各教育委員会、学校等が、全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策 

の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に 

関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（３）各学校が、各児童生徒の学力や学習状況を把握し、児童生徒への教育指導や学習状 

況の改善等に役立てる。 
 

２ 調査対象  小学校第６学年、中学校第３学年 
 

３ 調査日   平成２６年４月２２日（火） 
 

４ 調査内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数・数学） 

・主として「知識」に関する問題 

・主として「活用」に関する問題 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

・児童生徒に対する調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する 

内容） 

・学校に対する調査（学校における指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の 

整備の状況等に関する内容） 

報 告 事 項 



 

 

 

 

 

 

 

【 質 疑 】 

 ○稲 野 委 員：学力・学習状況調査の結果について、学校ごとの状況に関しても県で把

握をしているのか。 

 ●義務教育課長：各市町教委との連携の中で、学校ごとの状況についても情報を得るよう

にしている。 

○稲 野 委 員：各学校における調査結果とその取組内容などを分析し、どういった取組

が効果を上げたのか、逆にどのような取組が不足していたために伸びが

少なかったのか、といったことについて報告をしてもらいたい。 

 ●義務教育課長：ご指摘の点については、今後、改めて御報告する。 

 ○岡 野 委 員：学力・学習状況調査の結果の公表について、山口県の対応について確認

したい。 

 ●義務教育課長：本県の対応としては、公表については過度な競争や各学校の序列化など

に繋がる恐れがあること、各学校では従前から国や県の平均正答率など

をもとに客観的に自校の状況を把握し、調査結果を指導方法の改善に活

用するといった対応は行っていることから、市町名、学校名を明らかに

した公表を行うことは考えていない。 

  

５ 参加学校数等 

○ 小学校２９８校、特別支援学校（小学部）１校 

○ 中学校１５１校、中等教育学校１校、特別支援学校（中学部）３校 合計４５４校 

○ 参加児童生徒数 約２４，１００人 

※ 山口市立阿東中学校がインフルエンザによる学年閉鎖のため、調査を５月２日（金） 

に延期して実施予定である。 

 

 



 ◆第６５回全国学校給食研究協議大会実行委員会設立について、学校安全・体育課より以

下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 質 疑 】 

 ○岡 野 委 員：大会実行委員会の役員は、どのように選ばれるのか。 

 ●学校安全・体育課長：各構成団体から代表者を指名してもらう形となる。 

第６５回全国学校給食研究協議大会実行委員会設立について 
 

学校安全・体育課 
 

本年１１月、山口市で開催される「第６５回全国学校給食研究協議大会」の総合計画 

を始め、関係機関・団体との調整等、大会の開催に必要な諸準備を行い、大会の所期の 

目的を達成するため、下記のとおり山口県実行委員会を設立します。 
 

記 

 

１ 日 時   平成２６年４月２５日（金）１６：００～１７：００ 
 
２ 場 所   山口県庁 共用第５会議室 
 
３ 内 容  （１）第６５回全国学校給食研究協議大会山口県実行委員会設立総会 

① 実行委員会設立について 

② 実行委員会会則について 

③ 実行委員会事務局規程について 

（２）第６５回全国学校給食研究協議大会第１回実行委員会 

① 実行委員会役員の選任について 

② 大会開催要項について 

③ 実行委員会事業計画について 

④ 実行委員会収支予算について 
 
４ 構成団体  公益財団法人山口県学校給食会、県ＰＴＡ連合会、県小学校長会、県 

中学校長会、県特別支援学校長会、県学校栄養士会、県学校給食共同 

調理場協議会、県教育委員会、山口市教育委員会 
 
５ 事務局   県教育庁学校安全・体育課 

 

 

◆第６５回全国学校給食研究協議大会の概要◆ 

テーマ 「生きる力」を育む食育の推進と学校給食の充実 

期 日 平成２６年１１月２０日(木)～２１日(金) 

開催地 山口市 

主 催 文部科学省、山口県教育委員会、山口市教育委員会、 

全国学校給食会連合会、公益財団法人山口県学校給食会 

参加者 約８００人（全国の学校給食関係者） 

内 容 文部科学大臣表彰、特別講演、実践発表、分科会、資料展示、出展等 

 


